
評価 評価 評価
Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ

①施設の設置目的に沿った運営

①各競技団体と日程調整・ＰＲや情報共有等連携を行い、スポー
ツの振興を図っている。
 プロレス興行や社交ダンス大会の誘致などを行い、文化的な催
しの増加を図るなど目的に沿った運営を行っている。

➤利用者との調整やサービス提供などを円滑に行うととも
に、指定管理者が他の施設等で培った管理運営のノウハウを
活かし、スポーツ振興を図ることができている。

②提案した管理運営方針に沿った管理

②個人情報の管理では鍵付保管庫、パスワード設置等徹底してい
る。また、ＰＣ本体をワイヤーで机等に固定し鍵をかけ、盗難防
止処置を行っている。
 個人情報保護及び情報公開規定のとおりに適正な運営を行っ
た。

➤職員に対して個人情報の厳重な管理などを徹底できてい
る。

③社会貢献活動、環境活動、法令遵守の
 取組み

③知的障がい者を雇用した。桃山学院高等学校からの依頼による
職場体験（2～3名）受入は、コロナ禍により中止。今後も要望が
あれば体験受入を実施予定。
 C-STEPへは、H18年から加入。高石市在住者を２名雇用。

➤社会貢献活動として、高校生の職場体験の受入態勢を整え
ることができている。
➤大阪府暴力団排除条例等に基づき、利用団体（者）の確認
を行っている。（府警照会件数：なし）

①公平なサービス提供、対応状況

①平等括つ公平なサービスを提供するため、関係法令の遵守等グ
ループ全体でコンプライアンスの徹底を行っている。
年間の利用日程調整を行い、利用団体へ通知し、年間利用計画

を策定している。

➤年間利用計画を作成する際は、利用団体（者）への通知か
ら利用日調整まで公平性を保って実施できている。

②高齢者、障がい者等に対する配慮

②高齢者、障がい者の方が利用しやすいように、受付に筆談ボー
ドや障がい者団体の減免措置など配慮した体制を実施している。
ホームヘルパーの有資格者の指導の下に高齢者、障がい者等の

利用に配慮した体制を構築している。
障がい者に対しては、スケートリンク個人利用、駐車場を無料

としている。

➤高齢者及び障がい者に対する利用体制を整えることがで
き、高い水準でのサービスが提供できている。
➤障がい者のスケートリンク利用が多く、駐車場無料などか
らも利用者の満足度は高いと思われる。

①利用者増を目指したにぎわいづくり方策
 の取組み

②年間の広告・広報計画等の情報発信の
 取組み
〔指標〕利用者数
  令和２年度実績：       人
  令和３年度目標：       人
  ９月末現在実績：       人

〔参考指標〕利用者数
  令和２年度実績：117,035人
  令和３年度目標：152,636人
  ９月末現在実績： 38,910人（前年同月比 78.9％）

①提案のあったサービス向上策の取組み

①開館時間の延長や休日開館を実施し、利用者ニーズに柔軟に対
応している。
 ・2021年度休館日開館予定：４日間
 ・チラシ、HP、LINE、twitterへのアップによるイベント・
  トピックス・自主事業の情報提供。
 ・安全衛生推進会議を毎月行い、人権啓発研修（2021年8月）
  等の各種研修を提案どおり実施。

➤開館時間の延長や休館日の開館など、利用者ニーズに柔軟
に対応するための対応が幅広くできている。
➤自主事業の情報をＨＰなどに掲載し、周知に努めている。

②自主事業の取組み

②南海ビルサービスによるスポーツ教室（９教室）を開催してい
る。
 自主事業の不定期教室（スケート短期教室）を開催したり、新
規受講者および新規受講者紹介につき受講料半額キャンペーンを
駅構内にチラシを掲載し、広告した。

➤スポーツ教室については、利用者が安心して参加できるよ
う感染症対策に重点を置いた上で開催できている。
➤受講者増加を図るため、駅構内にチラシ広告を掲載してい
る。

③施設設備、機能の活用

③施設設備、機能を十分に活用出来るようサービス向上に努めて
いる。
 ・スポーツ備品の貸出、返却時に目視点検を行い、不具合危険
  個所の抽出にあたった。
 ・館内外巡視点検：毎日１回の目視点検を実施し安全向上に努
  めた。

➤備品貸出時、返却時に確認を行い、不具合・危険個所の点
検を徹底しトラブル防止に取り組めている。
➤館内外の点検実施で、施設設備の状態把握に努めている。

Ａ

Ａ

Ａ

(1)施設の設置目的
及び管理運営方針

Ａ

(4)サービスの向上
を図るための具体的
手法・効果

Ａ

Ａ

令和３年度指定管理運営業務評価票

評価基準（内容）評価項目 施設所管課の評価 評価委員会の指摘・提言指定管理者の自己評価
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(2)平等な利用を図
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(3)利用者の増加を
図るための具体的手
法・効果

施設名称：大阪府立臨海スポーツセンター 指定管理者：南海ビルサービス株式会社 指定期間：令和３年４月１日～令和８年３月31日 所管課：大阪府教育庁教育振興室保健体育課



評価 評価 評価
Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ

①施設設備の効果的な維持管理

①設備点検年間予定表を作成し、維持管理を行なっている。毎日
朝礼を行いスタッフに注意事項等の連絡を行った。
 ・ライフサイクルコストの低減を図っている。(年間修繕計画等)

 ・スケートリンクや第１体育室施設入口付近の照明をLED化す
  ることにより、迅速な点灯・消灯及び照度改善を行い利用者
  の利便に寄与している。

➤点検年間予定表に基づき、維持管理が実施できている。
➤朝礼時、スタッフ間で注意事項等の共有ができている。
➤LED化により、利用者満足度の向上につなげている。

②施設設備の安全管理 ②利用者の安全を図るためスポーツ用具等の日常点検を実施した
➤貸出用具の安全点検を実施することで、利用者が安全に使
用できる環境を整えている。

③緊急時の危機管理体制
③緊急時にも対応できるよう、危機管理マニュアルを作成してい
る。消防訓練を実施した。（年２回実施、9月・12月実施）。

➤危機管理マニュアルの徹底や消防訓練の実施により、緊急
時の対応やスタッフの意識向上を図ることができている。

①広告収入等の収入確保策の取組み ① デジタルサイネージ、バナー広告については広告主を開拓中
➤新たにデジタルサイネージの取り組みは、実現していな
い。

②提案どおり実施されているか。 ② 提案どおりの収入確保に取り組んでいる。
➤R3上半期においては広告収入の実績はなく、収入確保に向
けた取り組みを行っていく必要がある。

①府、公益事業協力等の取組み ①スポーツ振興、人権啓発及び人権相談の推進等の府施策を遵守
 ・人権啓発研修の受講（2021.8月）

➤府の啓発掲示物への積極的な協力がなされており、「こど
も110番の家」の協力施設にもなっている。

②行政の福祉化の取組み
②知的障がい者の雇用（清掃員１名）
 ・法定雇用率（2020年6月現在）
   南海電鉄 2.46％
 ・C-STEP加入済み（H18～）

➤行政の福祉化の取組みとして、提案どおり知的障がい者の
雇用率が達成できている。

③市民・ＮＰＯとの協働の取組み
③就労支援センターから２名を雇用した。

➤提案のどおり、就労支援センターから２名の雇用ができて
いる。

④環境問題への取組み

④環境へ配慮したグリーン電力を使用し、CO2削減に取り組んで
いる。
 親会社が府と「グリーンパートナー協定」を締結し「エコモー
ションなんかい」と銘打って、グループ企業全体で取組みを実施
している。

➤環境問題に重点を置き、指定管理者が属するグループ全体
でCO2削減に取り組んでいる。

６項目（２４点満点） Ａ ６項目（２４点満点） Ａ

Ａ
(5)施設の維持管理
の内容、適格性及び
実現の程度

指定管理者の自己評価 評価委員会の指摘・提言

Ａ

 
施
設
の
効
用
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
の
方
策

 
Ⅰ
提
案
の
履
行
状
況
に
関
す
る
項
目

評価項目

 
そ
の
他
管
理
に
際
し
て
必
要
な
事
項

(6)収入確保策の実
施

(7)府施策との整合

Ⅰ 総括

評価基準（内容）

Ａ

Ａ
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施設所管課の評価



評価 評価 評価
Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ

①利用者満足度調査等の実施状況

②調査結果のフィードバック（PDCA）
①さらなるサービス向上の取組み

〔指標１〕自主事業参加者数
R２実績：     人、上半期実績：     人
R３目標：     人、上半期実績：     人

〔参考指標１〕自主事業参加者数
 R２実績：－人、上半期実績：－人（前指定管理者実施のため省略）
 R３目標：21,700人、上半期実績：7,770人

〔指標２〕自主事業収入状況
R２実績：    千円、上半期実績：   千円
R３目標：    千円、上半期実績：   千円

〔参考指標２〕自主事業収入状況
 R２実績：－千円、上半期実績：－千円（同上）
 R３目標：■■■千円、上半期実績：■■■千円（達成率 ■■％）

(3)その他創意工夫 ①その他創意工夫の取組み

①個人情報保護マネジメントシステム自覚教育資料を使用し、テ
スト方式による研修を実施した。
 大版プリンターを利用しＢ１、Ｂ２大のポスターを印刷し、自
主事業、お知らせ等の告知に活用した。
 危険予知（KY）により館内外に潜む危険箇所の抽出を行い、注
意喚起の掲示、表示等を行った。

Ａ

➤職員の能力向上を図るため、研修内容のテストに取り組ん
でいる。
➤自主事業のポスター（Ｂ２版）を南海本線の近隣５駅
（堺、羽衣、泉大津、岸和田、泉佐野）に掲載し、ＰＲする
ことができている。

Ａ

１項目（４点満点） Ａ １項目（４点満点） Ａ

①事業収支計画、事業収支実績状況

〔指標〕R３収支計算書（プロポーザル） 〔参考指標〕R３収支計算書

収 入：    千円、見込み：    千円 収 入：■■■千円、見込み：■■■千円

支 出：    千円、見込み：    千円 支 出：■■■千円、見込み：■■■千円

納付金：    千円、見込み：    千円 納付金：3,190千円、見込み：同左

①職員体制・配置

①プロポ提案時に比較して、パート社員、正社員を増員してい
る。
【提案時の職員体制】非常勤社員●名（本社）、正社員●名、嘱
託社員●名、パート社員●名、臨時職員●名、合計●名
【2022年1月現在の職員体制】非常勤社員●名（本社）、正社員
●名、嘱託社員●名、パート社員●名、臨時職員●名、合計●名

➤適切な人員配置により、円滑な管理運営体制を築くことが
できている。

②管理監督体制・責任体制

②センターに常駐の支配人が、経理部門、事業部門、維持管理部
門全体の把握を行い、各部門の業務調整を行っている。
 管理監督責任体制を明確にしている。
 スタッフミーティング（毎日１回）を実施し、お客様からの要
望、施設の維持、イベント等の情報共有を行っている。

➤管理監督体制及び責任体制が明確化され、スタッフミー
ティング（毎月）の取り組みを行うことなどにより、円滑な
施設運営を実施することができている。

③指導育成、研修体制
③個人情報保護、情報公開研修、人権啓発研修、リーダーシップ
研修、救急救命講習会、ＯＪＴ（随時）など職員の育成、スキル
アップに努めている。

➤職員研修でのテスト実施などを通じて、職員の育成、資質
向上に取り組めている。

①法人等事業者の経営規模、事業規模、
 組織規模等の運営基盤

①南海ビルサービス株式会社の経営概要
 経常利益 ■■■百万円
 ・ビル、ホテル、空港などにおける設備機器の運転保守管理業
  務、客室整備、警備業務および清掃等衛生管理業務
 ・駅、鉄道施設における駅務自動化機器および照明、放送等電
  気設備の保守管理業務•建築物における各種設備の改造、修繕、

  取替工事の設計、施工および工事請負•ビル、店舗、住宅、
  マンション等、リフォーム工事の設計、施工、監理
 ・テレビジョン電波受信障害対策施設の設計、施工および維持
  管理業務
 ・不動産の管理、賃貸借、売買および仲介
 ・ビル・マンション等の管理
 ・都市や宅地の緑化計画、土木外溝・造園・室内装飾の設計・
  施工、緑の維持・管理、緑のリース、フラワーショップの運営
 ・高齢者専門宅配弁当事業

②法人等事業者の財務状況

②南海ビルサービス株式会社の財務状況（2020年度）
 自己資本合計■■■■■千円、資産合計■■■■■千円、
 流動資産合計■■■■■千円、流動負債合計■■■■■千円、
 固定資産合計■■■■■千円、経常利益■■■■■千円、
 自己資本比率■■%、流動比率■■%、固定比率■■%

２項目（８点満点） Ａ ２項目（８点満点） Ａ

年度評価 Ａ

評価委員会の指摘・提言指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

Ⅲ 総括

Ａ
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Ａ

Ａ

➤運営基盤は、概ね安定していると認められる。

(2)自主事業

Ⅱ 総括

(1)収支計画の内容、

適格性及び実現の
程度

Ａ

評価項目 評価基準（内容）

(1)利用者満足度調
査等

(2)安定的な運営が
可能となる人的能
力

(3)安定的な運営が
可能となる財政的
基盤
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